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新
春
に
あ
た
り

　
　

青
森
県
町
村
会
長　

浜　

谷　

豊　

美

あけましておめでとうございます
青

森

県

町

村

会

会　
　

長　

浜　

谷　

豊　

美

副
会
長　

金　

澤　

満　

春

同　
　

船　

橋　

茂　

久

理　
　

事　

山　

﨑　

結　

子

同　
　

濱　

舘　

豊　

光

同　
　

鈴　

木　

孝　

雄

同　
　

成　

田　
　
　

隆

同　
　

樋　

口　

秀　

視

同　
　

工　

藤　

祐　

直

監　
　

事　

小　

又　
　
　

勉

同　
　

山　

田　

年　

伸

同　
　

成　

田　
　
　

誠

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
村
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
お
健
や
か
に

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
会
に
対
す
る

御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
と
経
済
再
生
と

の
両
立
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

私
た
ち
町
村
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
三
月
で
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
震
災
の
記
憶
・
教
訓
が

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
七
月
に
は
、
昨
年
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
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謹んで新春のお慶びを申し上げます

顧　
　

問　

工　

藤　

祐　

直

同　
　

越　

善　

靖　

夫

同　
　

吉　

田　
　
　

豊

同　
　

関　
　
　

和　

典

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　
　
　
　
　

　

原　

田　

啓　

一

ほ
か
職
員
一
同

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

管
理
者　

浜　

谷　

豊　

美

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

会　

長　

浜　

谷　

豊　

美

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟

青

森

県

支

部

支
部
長　

山　

田　

年　

伸

発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会

青

森

県

支

部

支
部
長　

関　
　
　

和　

典

域
は
も
ち
ろ
ん
本
県
全
体
の
Ｐ
Ｒ
、
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
で
進
行
す
る
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
ま
た
労

働
力
不
足
や
頻
発
す
る
自
然
災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、
我
々
町
村
は
自
主

的
・
自
立
的
に
地
域
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
施
策
を
展
開
し
、
豊

か
で
安
全
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
と
個
性
あ
ふ
れ
る
活
力
あ
る
多
様
な
地

域
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
然
災
害
や
感
染
症
は
、
東
京
一
極
集
中
に
よ
る
様
々
な
弊
害
や
リ
ス
ク

を
表
面
化
さ
せ
ま
し
た
が
、
い
ま
ま
さ
に
地
域
の
多
様
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

町
村
が
人
口
減
少
対
策
や
地
方
創
生
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
な
ど
様
々
な
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
方
財
源
の
安
定
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
今
後
も
国
に
対
し
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
総
額
の

確
実
な
確
保
や
、
防
災
・
減
災
対
策
や
地
域
医
療
の
充
実
、
農
林
漁
業
等
各

種
施
策
の
振
興
対
策
等
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
全
国
六
番
目
の
規
模
を
誇
る
本
県
三
十
町
村
を
大
き
な
財
産
と
し

て
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
輝
か
し
い
未
来
の
実
現
に
向
け
、
町
村
長
相

互
の
連
携
と
調
和
を
も
ち
、
県
を
は
じ
め
全
国
町
村
会
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
最
後
に
皆
様
方
の
御
多
幸
と
町

村
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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と
つ
に
し
て
、
こ
の
国
難
を
乗
り

越
え
る
た
め
、
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
全
国
の
町
村
長

相
互
の
連
携
を
一
層
強
固
な
も
の

と
し
て
、
直
面
す
る
課
題
、
将
来

に
わ
た
る
困
難
な
課
題
に
、
共
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
参
加
者

に
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
菅
義
偉
内
閣
総
理
大

臣
や
大
島
理
森
衆
議
院
議
長
な
ど

の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
町
村

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
宮
口
侗

廸
氏
が
、
参
加
し
た
町
村
長
等
を

激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入

り
、
町
村
行
財
政
を
め

ぐ
る
諸
問
題
解
決
に
向

け
た
十
三
項
目
の
決
議

の
ほ
か
、
全
国
的
な
防

災
・
減
災
対
策
、
国
土

強
靭
化
の
推
進
に
関
す

る
緊
急
決
議
、
コ
ロ
ナ

下
・
コ
ロ
ナ
後
社
会
を

見
据
え
た
町
村
か
ら
の

日
本
再
生
に
関
す
る
特

別
決
議
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
特
別
決
議
が
満
場
一

致
で
決
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
三
十
四
項
目
の
大

会
要
望
並
び
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
要
望
も
一
括
採
択
さ
れ
た
。

　

決
議
（
項
目
抜
粋
）

一
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
と
万
全
な
経
済

対
策
の
実
施
を
図
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震

及
び
大
型
台
風
・
豪
雨
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
す
る

と
と
も
に
、
全
国
的
な
防
災
・

減
災
対
策
、
国
土
強
靭
化
を
推

進
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
創
生
推
進
交
付
金
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
」
等
を
拡
充
し
、
地
方
創
生

の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
。

一
．
町
村
に
と
っ
て
命
綱
で
あ
る

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総

額
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
の
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
を
加
速
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
を
推
進
す
る
こ
と
。

一
．
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
。

一
．
田
園
回
帰
の
時
代
を
拓
き
、

都
市
と
農
村
漁
村
の
共
生
社
会

を
実
現
す
る
こ
と

一
．
農
林
漁
業
の
振
興
に
よ
る
農

産
漁
村
の
再
生
・
活
性
化
を
図

る
こ
と
。

一
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
等
に
よ
る

影
響
を
見
据
え
、
国
内
農
林
水

産
業
対
策
に
万
全
に
期
す
こ
と
。

一
．
国
産
木
材
の
一
層
の
需
要
拡

大
・
利
用
促
進
に
よ
る
林
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
。

一
．
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
を
断
固
と

し
て
堅
持
す
る
こ
と
。

一
．
参
議
院
の
合
区
を
早
急
に
解

消
す
る
こ
と
。

一
．
領
土
・
外
交
問
題
・
国
民
の

安
全
保
障
に
毅
然
と
し
た
姿
勢

で
臨
む
こ
と
。

　

県
選
出
国
会
議
員
と
本
会
正
副

会
長
と
の
懇
談
会
を
、
令
和
二
年

十
一
月
二
十
五
日
に
東
京
都
の
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
し

た
。

　

例
年
懇
談
会
は
、
全
国
町
村
長

大
会
前
日
に
県
内
各
町
村
長
が
参

加
し
開
催
し
て
い
た
が
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
同
大
会
参
加
者
を
町
村

会
正
副
会
長
に
限
定
し
た
た
め
懇

談
会
も
同
様
の
対
応
と
し
た
。
出

席
者
は
大
島
衆
議
院
議
長
は
じ
め

県
選
出
国
会
議
員
七
名
及
び
浜
谷

会
長
、
船
橋
副
会
長
等
。

　

懇
談
会
は
、
浜
谷
会
長
か
ら
令

和
三
年
度
本
会
重
点
要
望
、
国
が

設
立
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
資
金
の
保
証
申
込
期

間
及
び
融
資
実
行
期
間
の
延
長
、

新
た
な
過
疎
法
の
制
定
等
に
つ
い

て
説
明
の
後
、
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
県
内
町
村
が
抱
え
る
諸
課

題
解
決
に
向
け
た
支
援
を
求
め
た

ほ
か
、
多
岐
に
わ
た
る
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、
荒
木
全
国
町
村
会

長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
が
あ

い
さ
つ
し
、「
現
在
、
わ
が
国
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
し
て

い
る
が
、
私
た
ち
町
村
も
心
を
ひ

　全国町村会は十一月
二十六日、東京都のホテ
ルニューオータニで全国
町村長大会を開催した。
大会には、各都道府県代
表の町村長はじめ、約
四百人が出席した。

全国町村長大会
が開催される

県
選
出
国
会
議
員

と
の
懇
談
会
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本
会
は
十
月
二
十
九
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
第
四

回
理
事
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
役
員
町
村

長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
全
国
町
村
会
表

彰
規
程
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
推

薦
な
ど
二
件
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
全
国
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ
る

自
治
功
労
者
の
推
薦
に
つ
い
て
＝

自
治
功
労
者
と
し
て
山
本
田
子
町

長
を
推
薦
す
る
。

○
青
森
県
町
村
会
表
彰
規
程
に
よ

る
被
表
彰
者
に
つ
い
て
＝
自
治
功

労
者
と
し
て
百
五
十
六
名
を
被
表

彰
者
と
す
る
。

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

十
月
五
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ

ス
青
い
森
で
第
二
回
組
合
議
会
定

例
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は
浜

谷
管
理
者
を
は
じ
め
議
員
等
の
市

町
村
長
十
人
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
四
件
と
報

告
事
項
一
件
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。

○
議
案
第
一
号　

令
和
元
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
の
件
＝
歳
入
総
額
七
億
六
千

八
百
九
十
九
万
八
千
余
円
に
対
し

て
歳
出
総
額
七
億
五
千
六
百
十
七

万
二
千
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

額
千
二
百
八
十
二
万
五
千
余
円
。

○
議
案
第
二
号　

令
和
元
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

＝
歳
入
総
額
八
千
二
十
二
万
千
余

円
に
対
し
て
歳
出
総
額
六
千
七
百

九
十
七
万
余
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
千
二
百
二
十
五
万
千
余
円
。

○
議
案
第
三
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
一
号
）

案
＝
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
七
百
二
十

三
万
六
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
八
億
八
千
五
百
九
十
六
万
二

千
円
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

令
和
二
年
度
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
市
町

村
税
等
滞
納
整
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
一
号
）
案
＝
歳
入

に
お
い
て
、
繰
越
金
を
六
百
四
万

一
千
円
を
増
額
す
る
と
共
に
、
市

町
村
負
担
金
を
同
額
減
額
す
る
。

〇
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
（（
令
和
二
年
専
決
第
一
号
）

青
森
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

　

本
会
は
十
月
二
十
九
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
負
担

金
等
委
員
会
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
浜
谷
会
長
を
は
じ
め
委
員
の

町
村
長
九
人
。

　

本
委
員
会
は
、
各
町
村
の
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
法
令
外
負
担

金
等
の
負
担
内
容
を
明
確
化
し
、

町
村
行
財
政
の
安
定
と
効
率
的
運

営
を
図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
。

　

令
和
三
年
度
の
法
令
外
負
担
金

規
制
団
体
は
四
十
四
団
体
（
対
前

年
度
比　

同
数
）
で
、
総
額
九
千

四
百
八
万
千
四
百
八
十
円
の
回
答

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
令
和
三

年
度
の
負
担
金
額
は
、
各
団
体
か

ら
提
出
が
あ
っ
た
負
担
金
額
ど
お

り
決
定
し
た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、
各
法
令
外
団

体
は
新
た
な
視
点
で
目
的
や
事
業

の
抜
本
的
な
検
討
・
協
議
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
各
法
令

外
団
体
に
対
し
、
次
の
事
項
を
申

し
入
れ
す
る
こ
と
と
し
た
。

１
．
経
費
節
減
や
予
算
に
お
け
る

繰
越
金
等
を
含
め
た
団
体
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
常
日
頃
か

ら
見
直
し
を
し
、
町
村
負
担
金

の
減
額
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
町
村
負
担
金
は
、
本
会
の
決

定
額
を
上
限
と
し
、
事
業
費
等

の
増
額
に
連
動
し
町
村
負
担
総

額
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

３
．
会
員
市
町
村
数
等
の
減
少
に

伴
い
、
均
等
割
負
担
金
を
増
額

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
賦
課
基

準
と
す
る
数
値
が
減
少
し
た
場

合
は
、
現
行
の
町
村
負
担
金
を

維
持
す
る
た
め
、
賦
課
基
準
の

単
価
を
増
額
し
な
い
こ
と
。

４
．
他
団
体
と
統
合
し
た
団
体
に

お
い
て
は
、
統
合
に
伴
う
事
務

運
営
の
効
率
化
に
よ
り
町
村
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

令
和
三
年
度
法
令
外
負
担
金
を
審
査

負
担
金
等
委
員
会

令
和
元
年
度
の
決
算
を
認
定

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

自
治
功
労
者
の
推
薦
等
を
決
定

第
４
回
理
事
会
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任
期
満
了
に
伴
う
深
浦
町
長
選

挙
は
、
十
一
月
十
七
日
、
告
示
さ

れ
、
現
職
の
吉
田
満
氏
（
67
）
が

無
投
票
で
四
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
町
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
田
舎
館
村
長

選
挙
は
、
十
一
月
一
日
、
投
開
票

が
行
わ
れ
、
現
職
の
鈴
木
孝
雄
氏

（
83
）
が
五
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
村
議
会
議
長

　

任
期
満
了
に
伴
う
横
浜
町
長
選

は
、
十
二
月
六
日
、
投
開
票
が

行
わ
れ
、
新
人
の
石
橋
勝
大
氏

（
79
）が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
略
歴
〉
横
浜
消
防
署
長
、
町
健

康
福
祉
課
長
、
町
議
会
議
長

深
浦
町
長

吉よ
し

田た　
　

満み
つ
る　

氏

田
舎
館
村
長

鈴す
ず

木き

孝こ
う

雄ゆ
う　

氏

横
浜
町
長

石い
し

橋ば
し

勝か
つ

大ひ
ろ　

氏

町
村
長
選
挙
結
果

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 令和３年１月４日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 ３ Ｒ５.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 中　　嶋　　久　　彰 S30. 7.18 １ Ｒ３.10.12
外 ヶ 浜 町 山　　﨑　　結　　子 S56. 6.21 １ Ｒ３. 4.23
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 ２ Ｒ３.11. 8 工　　 　　洋　　一

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 平　　田　　　　　衛 S34.11. 1 １ Ｒ３.12.26 加　　藤　　隆　　之
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ４ Ｒ６.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ４ Ｒ４. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 ３ Ｒ５.11.19 五 十 嵐　　　　　晋
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ３ Ｒ４. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ５ Ｒ６.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 成　　田　　　　　誠 S28. 3. 4 ２ Ｒ５. 4.29 村　　上　　孝　　夫
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 ２ Ｒ４. 8.20 成　　田　　正　　利
中 泊 町 濱　　舘　　豊　　光 S34.10. 3 １ Ｒ３. 4.23 横　　野　　彰　　吾

上
北
郡

野 辺 地 町 野　　村　　秀　　雄 S38. 4.15 １ Ｒ５.10.26 江 刺 家　　和　　夫
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ４ Ｒ３. 4.23 高　　坂　　信　　一
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ８ Ｒ６. 1.27 下　　田　　正　　幸
横 浜 町 石　　橋　　勝　　大 S16. 9.27 １ Ｒ６.12.11
東 北 町 蛯　　名　　鉱　　治 S34. 9.23 １ Ｒ３. 4.23 向　　井　　正　　弘
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S26. 2. 4 ２ Ｒ４. 3.25 小　　向　　仁　　生
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 ２ Ｒ４. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ４ Ｒ３. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ６ Ｒ３. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 冨　　岡　　　　　宏 S37. 4.27 １ Ｒ３. 2.18
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 ２ Ｒ４. 4.26 田 名 部　　二　　郎

三
戸
郡

三 戸 町 松　　尾　　和　　彦 S38. 5. 9 ２ Ｒ６.12.15 馬　　場　　浩　　治
五 戸 町 若　　宮　　佳　　一 S41.12.30 １ Ｒ５. 6.26 大 久 保　　　　　均
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 ３ Ｒ６. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ６ Ｒ４. 2.11 佐 々 木　　俊　　昭
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ４ Ｒ３.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 櫻　　井　　雅　　洋 S27. 5.25 １ Ｒ３. 5.28
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全
国
町
村
会
行
政
委
員
会
副
委

員
長
で
あ
る
浜
谷
会
長
は
、
全
国

町
村
会
を
代
表
し
て
厚
生
労
働
省

に
設
置
さ
れ
て
い
る
社
会
保
障
審

議
会
臨
時
委
員
に
令
和
二
年
十
一

月
十
四
日
か
ら
就
任
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
の
介
護
給
付
費
分

科
会
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基

準
等
の
設
定
や
、
三
年
に
一
度
改

定
が
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の

報
酬
の
内
容
を
議
論
す
る
場
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

例
年
同
分
科
会
は
年
五
回
程
度

開
催
さ
れ
る
が
、
今
年
度
は
次
期

介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
が

行
わ
れ
る
年
で
あ
る
た
め
、
昨
年

三
月
か
ら
分
科
会
が
開
始
さ
れ
、

二
十
回
程
度
開
催
予
定
で
あ
り
、

浜
谷
会
長
が
就
任
し
た
十
一
月
か

ら
一
月
ま
で
の
間
は
、
一
月
当
た

り
三
〜
四
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
浜
谷
会
長
は
出
席
し

た
各
回
の
分
科
会
で
、
町
村
の
実

情
が
介
護
報
酬
改
定
に
反
映
さ
れ

る
制
度
に
な
る
よ
う
様
々
な
意
見

を
述
べ
て
い
る
。

　

本
会
は
十
月
上
旬
か
ら
下
旬
、

県
内
三
地
区
三
会
場
で
関
係
市
町

村
及
び
一
部
事
務
組
合
な
ど
を
対

象
に
、
災
害
共
済
関
係
事
業
地
区

別
事
務
打
合
会
を
開
催
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
本
会
の
各
共
済

事
業
の
幹
事
会
社
で
あ
る
損
保

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
及
び
日
本
生

命
保
険
相
互
会
社
、
本
会
事
務
局

が
本
会
共
済
事
業
の
加
入
推
進
へ

の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

開
催
日
・
対
象
地
区
・
出
席
者
数

十
月
八
日
（
木
）

上
北
郡
・
三
戸
郡
・
十
和
田
市
・

三
沢
市　

計
二
十
二
人

十
月
十
六
日
（
金
）

西
津
軽
郡
・
中
津
軽
郡
・
南
津

軽
郡
・
北
津
軽
郡
・
黒
石
市
・

五
所
川
原
市
・
つ
が
る
市
・
平

川
市　

計
二
十
七
人

十
月
二
十
三
日
（
金
）　

東
津
軽
郡
・
上
北
郡
・
下
北
郡
・

む
つ
市　

計
二
十
二
人

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
で
は
、
例
年
、
市
町

村
の
広
報
広
聴
担
当
職
員
と
し
て

の
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
県
市
町
村
広
報
広

聴
担
当
者
研
修
会
を
開
催
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
開
催
を
見
送
っ
た
。

　

一
方
、
代
替
の
対
応
と
し
て
、

公
益
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
主

催
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
広
報
セ
ミ

ナ
ー
２
０
２
０
」
へ
の
参
加
を
斡

旋
し
、Y

ouT
ube

に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
形
式
に
よ
る
本
セ
ミ

ナ
ー
に
、
二
十
二
市
町
村
か
ら

二
十
九
人
が
参
加
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

講
義

１
．
伝
わ
る
文
章
の
書
き
方

広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
文
章
の

危
機
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

小

田
順
子
氏

２
．
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

と
写
真
の
基
本

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー　

大
崎
聡
氏

３
．
失
敗
し
な
い
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
・
広
報
紙
の
作
り
方

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
／
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ

ナ
ー　

平
本
久
美
子
氏

事
例
発
表

○
文
章
作
成
、
写
真
撮
影
、
デ
ザ

イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ

静
岡
県
島
田
市
、
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
、
三
重
県
紀
宝
町

　

任
期
満
了
に
伴
う
三
戸
町
長
選

挙
は
、
十
一
月
十
七
日
、
告
示
さ

れ
、
現
職
の
松
尾
和
彦
氏
（
57
）

が
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

〈
略
歴
〉
県
議
会
議
員

三
戸
町
長　

松ま
つ

尾お　

和か
ず

彦ひ
こ　

氏

令和２年12月22日現在
（青森県選挙管理委員会ＨＰより抜粋）

令和３年　町村長の任期満了日

町村名 任期満了日

大 間 町 １月18日

風 間 浦 村 ２月18日

東 通 村 ４月12日

中 泊 町 ４月23日

外 ヶ 浜 町 ４月23日

七 戸 町 ４月23日

町村名 任期満了日

東 北 町 ４月23日

新 郷 村 ５月28日

今 別 町 10月12日

蓬 田 村 11月８日

階 上 町 12月23日

鰺 ヶ 沢 町 12月26日

浜
谷
会
長　

社
会
保
障

審
議
会
臨
時
委
員
就
任

加
入
推
進
に
理
解
と
協
力
を

共
済
事
業
地
区
別
事
務
打
合
会

オ
ン
ラ
イ
ン
広
報
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
０
を
開
催　

日
本
広
報
協
会
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確かな安心を！いつでも申し込み可能

掛金が一律！ 等級制度がありません！

火災共済

自動車共済

■共済契約できる物件
　　●共済契約者の所有する居住用建物およびその建物内にある動産
　　●共済契約者と同一世帯に属する親族が所有し、かつ、共済契約者が現に居住する建物およびその建物内にある動産

■共済掛金と共済金額
　　共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
　　契約額の最高限度は600口（建物400口・動産200口）で、6,000万円（風水雪害は450万円）を限度に補償します。

■共済契約できる自動車

■共済掛金と共済金額
　　組合員のニーズに合った選択ができるよう、共済金額はＡ型とＢ型の２類型です。

共済契約の最高限度額

区　　分 口　　数 共済金額 共済掛金

建物のみの場合 400口 4,000万円 24,000円

動産のみの場合 200口 2,000万円 12,000円

建物と動産を併せた場合 600口 6,000万円 36,000円

用途及び車種区分
共済金額

共済掛金額（年額）
自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660㏄超）

自家用軽四輪乗用・
貨物車（660㏄以下）

自動二輪車
（125㏄超）

原動機付自転車
（125㏄以下）

A　型
対人賠償 無制限
対物賠償 1,000万円
自損事故損害 1,500万円
限定搭乗者傷害 500万円

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円

Ｂ　型
対人賠償 無制限
対物賠償 無制限
自損事故傷害 1,500万円
限定搭乗者傷害 1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

※無共済等自動車損害共済・他車運転特約も自動付帯　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

①共済契約者の所有する
②共済契約者と同一世帯に属する
　親族（同居の親族）の所有する

●自家用普通・小型乗用自動車　●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車　●原動機付自転車

いつでも申し込み可能

　

本
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
、

町
村
経
済
活
性
化
の
た
め
昨
年
来

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
九
月

に
実
施
し
た
県
内
地
元
三
紙
で
の

三
十
町
村
の
「
食
」
の
魅
力
の
情

報
発
信
に
続
き
、
春
以
降
の
各
町

村
へ
の
流
動
の
活
発
化
の
き
っ
か

け
づ
く
り
や
県
内
三
十
町
村
の
食

材
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、

標
記
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
共
同
ビ
ル
地
下
に
店
舗
を
構

え
る
「
新
菜
菜
（
に
い
な
な
）」

と
の
共
同
企
画
に
よ
り
、
一
月

二
十
五
日
（
月
）
か
ら
の
三
戸
郡

を
皮
切
り
に
、
県
内
六
郡
全
六
週

間
に
わ
た
り
、
一
週
間
ご
と
に
各

郡
の
町
村
の
厳
選
さ
れ
た
旬
の
食

材
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
弁
当
を
、

各
日
三
十
食
限
定
で
〝
格
安
で
〞

販
売
し
ま
す
。
価
格
は
、
六
〇
〇

円
（
税
込
）
で
す
。

　

近
く
ま
で
お
越
し
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

Discover My Aomori

「「
3030
町
村
町
村

　

ま
る
ご
と

　

ま
る
ご
と

弁
当
フ
ェ
ア
」

弁
当
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
！

を
開
催
し
ま
す
！



９
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町 村 ト ピ ッ ク ス

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
水
で
養
殖
！

「
龍
飛
岬
マ
ツ
カ
ワ
」

　津軽半島の最北端龍飛岬では、幻の
魚「マツカワガレイ」を青函トンネル
からしみ出る海洋深層水を使って養殖
しています。身が厚くプリッとした歯
応えと、程良く乗った脂が上品な味わ
いの魚です。
　普段は限られた日本料理店・寿司店
等でのみ取扱いをしておりますが、ご
くまれにスーパーなどに並ぶことも
…。お見かけの際はぜひ「幻の味」を
ご堪能ください。

東津軽郡

は
ま
ま
ち

が
は

そ
と
が
は
外
ヶ
浜
町

滝の裏の自然洞窟には、不動尊が祀ら
れています。この滝は、冬に乳穂のよ
うに結氷することからこの名があり、
結氷した滝は圧巻です。また、古来か
ら正月の厳寒期にツララ状に結氷する
滝の太さや形状などで、津軽地方の作
況占いがされてきました。

中津軽郡

や
む
ら

め
や

に
し
め
や西
目
屋
村

寒
期
に
結
氷
す
る
こ
と
の
あ

る
乳
穂
ヶ
滝

問い合わせ先　外ヶ浜町役場産業観光課
　　　　　　　TEL 0174-31-1111

問い合わせ先　西目屋村産業課商工観光係
　　　　　　　TEL 0172-85-2800

問い合わせ先　大鰐町地域交流センター「鰐come」内
　　　　　　　お食事処　花りんご
　　　　　　　TEL 0172-49-1126

　約400年前から、温泉熱・温泉水の
みを用いて栽培されている伝統の冬野
菜「大鰐温泉もやし」を、特徴である
そのままの長さで食べることで、素材
本来の旨みとシャキシャキ感を十分に
堪能・体感することができます。
　丼物のお肉には大鰐産青森シャモ
ロックを、みそ汁にはマルシチ味噌を
使用しており、「大鰐町」をこのセッ
トで味わうことができます。 南津軽郡

に
ま
ち

わ
に

お
お
わ
に大
鰐
町

百
聞
は
一
食
に
如
か
ず
！
伝
統
の
冬
野
菜
大

鰐
温
泉
も
や
し　

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
鍋
セ
ッ
ト

鶴
の
舞
橋
観
光
施
設

こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ 北津軽郡

ま
ち

た
ま

つ
る
た
ま鶴
田
町

 鶴の舞橋に観光施設がオープンしま
した。お土産や鶴田町の特産品も多数
揃えており、軽食やひんやりスイーツ
も楽しめるイートインスペースも完備
しております。
　通年営業しておりますので、冬季も
観光しやすくなった鶴の舞橋にぜひお
越しください！
○冬期営業時間：
　10：00～15：00（11月～３月）
　夏期営業時間：
　９：00～18：00（４月～ 10月）問い合わせ先　鶴の舞橋観光施設　ここにもあるじゃ

　　　　　　　TEL 0173-22-6211



11

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　「野辺地町では、藩政時代に北前船
で上方から伝えられた河原決明を焙じ
て作る「河原決明茶」を薬草茶として
昔から愛飲しています。また、野辺地
駅に隣接している観光物産PRセン
ターでは茶葉を素材に加えたお菓子や
麺も販売しています。野辺地へお越し
の際は、河原決明の味を堪能してみま
せんか？」
【施設開館時間　９時～19時半】上北郡

ま
ち
ま
ち

の
へ
じ
ま野

辺
地
町

河
原
決
明
を
ご
存
じ
で
す
か
？

野
辺
地
町
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 問い合わせ先　野辺地町役場　地域戦略課

　　　　　　　TEL 0175-64-2111

問い合わせ先　風間浦村役場　企画政策課
　　　　　　　TEL 0175-35-2111

　「下風呂温泉 海峡の湯」は、本州最
北端の村・青森県風間浦村の下風呂温
泉郷にある新しい温泉施設です。２つ
の硫黄泉「大湯」と「新湯」はその昔「万
病に効く良い温泉」として褒め称えら
れ、多くの人々を癒してきました。歴
史ある名湯を、目の前に広がる津軽海
峡とヒバ造りの浴場とともにお楽しみ
ください。皆様のお越しをお待ちして
おります。下北郡

う
ら
む
ら

う
ら

か
ざ
ま
う風

間
浦
村

室
町
時
代
よ
り
続
く
下
風
呂
温
泉

「
海
峡
の
湯
」
オ
ー
プ
ン
！

　七戸町営スキー場は、自然の地形を
利用したバラエティー豊かなコースレ
イアウトが特徴です。初心者から上級
者まで利用できる魅力的なスキー場と
なっております。ぜひ家族や友人とス
キー・スノーボードをお楽しみくださ
い。
【料金】１日券：2,200円（大人）／
　　　　　　　 1,100円（小・中学生）

上北郡

へ
ま
ち

へ
ま

し
ち
の
へ七

戸
町

七
戸
町
営
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン 問い合わせ先　七戸町営スキー場

　　　　　　　TEL 0176-62-5612

問い合わせ先　株式会社SANNOWA
　　　　　　　TEL 0179-23-0305

　地域商社㈱SANNOWAから、三戸
町産「川中島白桃」の果汁を使用した
クラフトビール「SANNOWAIZEN」
が12月 よ り 発 売 さ れ ま し た。
「SANNOWAIZEN」は、弘 前 市 の
「Be Easy Brewing 」で醸造され、さ
わやかな桃の風味と小麦のほのかな甘
みを楽しめるのが特徴です。340ml入
りで税込み715円。道の駅さんのへや
佐瀧本店、豊川酒店、山口屋などで購
入できます。

三戸郡

へ
ま
ち

へ
ま

さ
ん
の
へ三

戸
町

三
戸
町
産
の
白
桃
か
ら
で
き
た
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
「SANNOW

AIZEN

」

け
つ
め
い

か
わ
ら

か わ らけつめい

か わ らけつめい

か わ らけつめい

サ

ン

ノ

ヴ

ァ

イ

ツ

ェ

ン

ビー イージー ブルーイング
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随 想
第48話

平
ひら

田
た

　　衛
まもる

プロフィール
鰺ヶ沢病院事務長､町政策推進課長｡
現在１期目､ 61歳｡

鰺ヶ沢町長

　

鰺
ヶ
沢
町
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、

江
戸
時
代
に
津
軽
藩
を
治
め
た
津

軽
家
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　

津
軽
家
の
聖
地
と
さ
れ
る
大
浦

光
信
公
の
墓
「
御
廟
所
」
が
鰺
ヶ

沢
町
種
里
城
跡
内
に
あ
り
、
こ
れ

ま
で
津
軽
家
歴
代
の
御
当
主
が
参

拝
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
九
年
八
月
に
は
、
第

十
四
代
御
当
主
の
津
軽
義
孝
様
ご

夫
妻
と
、
御
息
女
の
華
子
様
（
常

陸
宮
妃
殿
下
）
が
宮
家
と
の
ご
婚

約
を
報
告
す
る
た
め
御
廟
所
を
参

拝
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

御
廟
所
に
眠
る
光
信
公
は
、
戦

国
時
代
初
め
の
延
徳
三
年
（
一
四

九
一
年
）、
九
戸
郡
下
久
慈
（
現

岩
手
県
久
慈
市
）
か
ら
鼻
和
郡
種

里
（
現
鰺
ヶ
沢
町
）
に
入
部
。
後

に
津
軽
統
一
を
成
し
遂
げ
た
藩
祖

津
軽
為
信
公
は
子
孫
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
光
信
公
は
津
軽
藩
の
始

祖
と
さ
れ
、わ
が
鰺
ヶ
沢
町
は「
津

軽
藩
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
御
当
主
（
第
十
五
代
）

は
、
東
京
に
お
住
い
の
津
軽
晋
様

（
華
子
様
の
甥
御
さ
ん
）
で
、
写

真
は
、
私
が
町
長
就
任
後
間
も
な

く
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
の
も
の

で
す
。
鰺
ヶ
沢
町
で
は
、晋
様（
津

軽
家
）
と
親
し
く
お
付
き
合
い
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
光
信
公
で
つ
な
が
れ

た
ご
縁
を
も
と
に
、
鰺
ヶ
沢
町
で

は
平
成
三
十
年
、
久
慈
市
と
「
歴

史
文
化
で
結
ぶ
友
好
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
久
慈
市
と
は
、
以

前
か
ら
災
害
時
の
物
資
支
援
や
中

学
生
の
交
流
な
ど
は
あ
り
ま
し
た

が
、
以
降
、
歴
史
文
化
は
も
と
よ

り
、
災
害
時
支
援
や
観
光
、
産
業

な
ど
幅
広
い
分
野
で
連
携
協
力
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
光
信
公
が
鰺
ヶ
沢
に

入
部
し
て
五
三
〇
年
を
迎
え
た
令

和
二
年
十
月
に
は
、
光
信
公
の
系

譜
を
さ
ら
に
た
ど
り
、
光
信
公
の

祖
父
ゆ
か
り
の
地
・
秋
田
県
横
手

市
（
髙
橋
大
市
長
）、
光
信
公
の

ふ
る
さ
と
・
久
慈
市
（
遠
藤
譲
一

市
長
）、
光
信
公
を
始
祖
と
す
る

津
軽
藩
の
城
下
町
・
弘
前
市
（
櫻

田
宏
市
長
）、
そ
の
分
家
で
あ
る

黒
石
市
（
市
長
代
理
：
有
馬
喜
代

史
副
市
長
）
と
、
連
綿
と
続
く
歴

史
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
五
つ
の

自
治
体
が
鰺
ヶ
沢
町

に
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。

　

そ
の
際
に
は
、
五

つ
の
自
治
体
に
よ
る

「
歴
史
文
化
で
結
ぶ

交
流
宣
言
」
が
行
わ

れ
、
今
後
、
歴
史
的

な
つ
な
が
り
を
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、

様
々
な
分
野
で
の
交

流
を
広
げ
る
た
め
連

携
協
力
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
来
年
度

は
、
久
慈
市
に
五
つ

の
自
治
体
が
集
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

歴
史
を
紐
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
生
い
立
ち
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
ま
た
、
新
し
い
未
来
を

展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
光
信
公
（
津
軽

家
）
と
い
う
人
物
を
通
じ
て
、
実

に
様
々
な
人
々
や
ま
ち
、
地
域
と

の
関
わ
り
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま

さ
に
、
温
故
知
新
。「
故
き
を
温

め
て
、
新
し
き
を
知
る
」
に
通
じ

ま
す
。
過
去
や
現
在
が
未
来
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
常
に
意
識

し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

歴
史
を
縁え

に
し

に
つ
な
が
る

自
治
体
交
流

津軽家15代当主　津軽晋様（右）と

歴史文化で結ぶ交流宣言セレモニー　光信公ゆかりの
５自治体


